
医学史

科目到達目標：医学の歴史を通じて医学・医療の考え方の全体像（体系）を学ぶ。

科目責任者（所属教室）：久留　一郎（再生医療学）

回数 月日 時限 講義室 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

1 1/16(月) 1 121

医学の歴史（1）：呪術的医療から古代ｷﾞﾘｼｬ
で発達した形至上学的医学や現代医学に通
ずる自然治癒説・体液・固体病理説を考える。
次に西欧ﾙﾈｻﾝｽ期の医学を概説し、医学が
解剖学・生理学・病理学の順に発展してゆく様
を理解する。個体病理説はﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞ医学へと
昇華され、病院医学の中心となる。

久留　一郎 再生医療学

古代ｷﾞﾘｼｬの自然哲学を基盤とした体液・固体病理説や自然治
癒説を基に疾患を考える概念を理解するし、同時に確立された
医の倫理の礎であるﾋﾎﾟｸﾗﾃｽの誓いを学ぶ。教会の権威に基づ
く形至上学的医学から脱却し、西欧ﾙﾈｻﾝｽ期に、生物の形態の
背景にある力学的原理から出発した解剖学と生理学の発展を理
解する。 ﾍﾞｯﾄﾞｻｲﾄﾞ教育の確立とﾊﾟﾘ病院医学の発展を通して、
視診・触診・打診・聴診の確立、特に打診法と聴診器の開発の経
緯を考える。病気は局在するという概念から解剖学的変化を生
前の症状と比較する個体病理説の進歩と病理学の発展を知る。

ﾋﾎﾟｸﾗﾃｽ、ｶﾞﾚﾉｽ、ｳﾞｪｻﾘｳｽ、ﾊﾟﾚ、ﾊｰ
ｳﾞｨｰ、ﾊﾟﾗｹﾙｽｽ、ｻﾝﾄﾘｵ、ｼﾃﾞﾅﾑ、ﾓﾙｶﾞｰ
ﾆｰ、ﾌﾞｰﾙﾊｰﾌｪ、ｱｳｴﾝﾌﾞﾙｶﾞｰ、ﾗｴﾝｴｯｸ

2 1/17(火) 1 121

医学の歴史(2)：外科学の発展の一例として、
心臓外科学の発展をとりあげ、どのような問
題点があり、その解決のために先人がどのよ
うな努力を積み重ねて、現在に至っているか
を述べる。

西村　元延 器官再生外科学
心臓外科学の現況を知るとともに、様々な問題の解決のために
どのような取り組みがなされてきたかを理解する。臓器移植や人
工臓器を用いた臓器置換療法の現況と問題点を知る。

開心術、人工心肺装置、心筋保護法、人
工心臓、人工臓器

4 1/18(水) 1 121
医学の歴史(4)：公衆衛生の歴史、つまり、共
同生活の組織的な努力を通じて疾病を予防し
てきた歴史について概説する。

黒沢　洋一 健康政策医学

人類の歴史は共同生活の組織的な努力を通じて疾病を予防し
てきた歴史でもある。上下水道の整備、検疫制度、予防接種、職
業病対策、近代の医療・保健・福祉制度、健康増進運動、などで
ある。その中で現在の医学・医療の役割を理解する。

ﾋﾎﾟｸﾗﾃｽ、水道、下水道、検疫制度、職
業病、ﾗﾏｯﾁｨｰﾆ、衛生統計、ﾁｬﾄﾞｳｯｸ、
産業革命、ｲｷﾞﾘｽにおける労働者階級の
状態、公衆衛生法、ｺｯﾎ、ﾍﾟｯﾃﾝｺｯﾌｧｰ、
病原菌説、多要因説、病気の三要因、予
防接種、ﾅｲﾁﾝｹﾞｰﾙ、世界保健機関
（WHO）、健康増進

3 1/19(木) 1 121

医学の歴史（3）：体液病理説は実験医学と結
びつきながら生理学や生命科学へと、個体病
理説は細胞病理学へと昇華して行く経過を理
解する。感染症の克服を通しての細菌病理学
や細胞病理学の成り立ちを概説し、この考え
が外科学へと応用されてゆくﾌﾟﾛｾｽを理解す
る。

久留　一郎 再生医療学

体液病理説の考え方はその中心を血液から神経活動へと移し、
その過程で生命とは何かという命題と関連して行く経過を理解す
る。ｲｷﾞﾘｽにて発展した、実験医学と、これをもとにした感染症と
の闘いからﾜｸﾁﾝ療法の発展を知る。個体病理説は病気の場は
どこにあるのかという命題を追跡し、細胞病理学に到達する。
「細胞は細胞から生ずる」という細胞病理学の発展は自然発生
説で説明されてきた感染症の考えを一新し、病理細菌学の発展
とその内科・外科的治療法に結びついていることを理解する。さ
らにﾍﾟﾆｼﾘﾝを始めとする化学療法の発達を知る。

ﾊﾗｰ、ｶﾚﾝ、ﾋﾞｼｬ、ﾐｭｰﾗｰ、ﾊﾝﾀｰ、ｼﾞｪﾝ
ﾅｰ、ｳｨﾙﾋｮｳ、ﾊﾟｽﾂｰﾙ、ｺｯﾎ、ｾﾞﾝﾒﾙﾜｲ
ｽ、ﾘｽﾀｰ、ｴｰﾘｯﾋ、ﾌﾚﾐﾝｸﾞ、ﾌﾛｰﾘｰ

5 1/23(月) 1 121

医学の歴史(5)：脳が行動と情動を支配する中
枢であることが明らかにされるまでの歴史を
理解し、脳の機能の解析と病気の研究の背景
にある現在までの進歩を理解する。

兼子　幸一 精神行動医学

運動や行動の中枢が脳であることが明らかになった時代、神経
学的診察と脳の病巣診断による古典的神経診断学が確立され
た時代を経て、様々な神経疾患や精神疾患に対する、分子生物
学的、生理学的、神経画像学的なアプローチを可能にした脳科
学の発展とその最前線について学ぶ。

脳解剖、大脳の機能的ﾏｯﾌﾟ、失語症、
Brodmannﾏｯﾌﾟ、CT、MRI、PET、神経疾
患，精神疾患



回数 月日 時限 講義室 授業内容 担当者
講座・

分野・診療科
到達目標 授業のキーワード

6 1/24(火) 1 121

医学の歴史(6)：病気の場はどこにあるのかを
可視化する技術や化学・物理学を基盤とした
生理学が確立してゆく。内分泌学の進歩や病
理思想の全体・統合を目指した展開を学ぶ。
さらに生化学と分子生物学が融合することで、
構造と機能を結び付けて理解する時代の到
来を概説する。さらに外科学の進歩と臓器移
植法の開発の延長線上に、拒絶反応を抑制
する免疫抑制や万能細胞を用いた再生医学
の発展があることを述べる。

久留　一郎 再生医療学

解剖学的診断法として検眼鏡に始まり、内視鏡・ﾚﾝﾄｹﾞﾝ線の応
用と生きている身体内の病理解剖学を勉強する理想的な方法と
なる経過を理解する。生化学と分子生物学が発展し、細胞の機
能とその構造との関連が解明され、一方で、細胞病理学から細
胞の系統が体の機能を担い、神経・ﾎﾙﾓﾝ・体液による統合作用
が重要であるという生体の統合的理解への病理思想の展開を
知る。ﾎﾙﾓﾝを介した一連の適応現象とﾌｨｰﾄﾞﾊﾞｯｸ機構から自然
治癒説の本態を理解する。自然免疫と獲得免疫のﾒｶﾆｽﾞﾑの解
明の経緯を理解し、拒絶反応の臓器移植や人工臓器を駆使す
る外科学の発展と、万能細胞からの再生医療の発達とこの技術
を用いたｸﾛｰﾝ技術の発達を知る。

ﾍﾞﾙﾅｰﾙ、ﾍﾙﾑﾎﾙﾂ、ﾊﾟﾌﾞﾛﾌ、ｾﾘｴ、ﾗﾝﾄﾞ
ｼｭﾀｲﾅｰ、ﾄﾞｰｾ、ﾒﾀﾞﾜｰ、ﾒﾘﾙ、ﾏﾚｲ、再生
医学

7 1/26(木) 2 121

医学の歴史(7)：医薬はまじない、祈祷の道具
から、ｴｼﾞﾌﾟﾄ、ﾒｿﾎﾟﾀﾐｱ、ｲﾝﾄﾞ、中国など古代
文明の発祥と共に草根木皮、鉱物、動物由来
物など薬理作用を持つものが利用されるよう
になり、薬は病気を治し健康に利するものとの
概念ができあがった。この自然物利用から、
工業的合成となった製薬の歴史、心理的効果
から科学的な薬効評価法の確立、薬物治療
の倫理的側面などの歴史的変遷を述べる。

長谷川　純一 薬物治療学

古代文明の中で発達した薬物治療の文化的側面を理解する。
生体機能の修飾には有益な物ばかりではなく有害となる可能性
もあることを理解する。科学的な薬効評価法を理解し、現代にお
いてもありふれている非科学的薬効表現の批判的吟味ができ
る。近年の製薬工業の発展と新たな方向を理解する。薬物治療
に関わる倫理的判断基盤の確立を目指す。

呪術、生薬、古代文明、大国主命、和漢
薬、西洋薬、万能薬、薬局方、薬局・薬
店、売薬無効論、OTC薬、薬効評価、主
作用と副作用、高分子化合物、抗体医
薬、ｹﾞﾉﾑ創薬

8 1/27(金) 1 122 まとめ 久留　一郎 再生医療学 学んだ知識を総括し、医学を学ぶ上での医学史の重要性を認識する。

教育グランドデザインとの関連：１，７

学位授与の方針との関連：1

評価：試験（１月２７日１限の後半に実施予定）　５０％

レポート　なし 授業態度　　　50%

参考書：医学の歴史　梶田　昭（著）　講談社学術文庫　


